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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第66期

第１四半期累計期間
第67期

第１四半期累計期間
第66期

会計期間
自 2023年３月１日
至 2023年５月31日

自 2024年３月１日
至 2024年５月31日

自 2023年３月１日
至 2024年２月29日

営業収益 (百万円) 45,990 49,736 195,444

経常利益 (百万円) 2,449 2,952 10,896

四半期(当期)純利益 (百万円) 1,662 2,051 8,589

持分法を適用した
場合の投資利益

(百万円) － － －

資本金 (百万円) 5,430 5,470 5,444

発行済株式総数 (株) 21,423,900 21,446,000 21,431,400

純資産額 (百万円) 56,013 64,060 62,514

総資産額 (百万円) 100,111 105,964 104,284

１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) 77.81 96.02 402.12

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) 77.61 95.59 400.49

１株当たり配当額 (円) － － 46.00

自己資本比率 (％) 55.8 60.3 59.7
 

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計期間に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

    ２　売上高及び営業収入の合計額を営業収益として表示しております。

３　持分法を適用した場合の投資利益については、当社は該当する関連会社がないため記載しておりません。

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期累計期間において、当社が営んでいる事業の内容に重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

 
１ 【事業等のリスク】

当第１四半期累計期間における、本四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投資

者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリス

ク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中における将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において判断したものであります。

　なお、当社は商品小売事業の単一セグメントであるため、セグメント別の記載はしておりません。

 
(1) 財政状態の状況

　当第１四半期会計期間末において、前事業年度末の財政状態と比べて主な変動は次のとおりであります。

　資産の部においては、流動資産は、現金及び預金の減少3,065百万円等により、2,015百万円減少し23,018百万円と

なりました。有形固定資産は、既存店２店舗の改装などにより、3,036百万円増加し70,360百万円となりました。

　負債の部においては、流動負債は、買掛金の増加1,173百万円等により、1,012百万円増加し25,040百万円となりま

した。固定負債は、長期借入金の減少867百万円等により、878百万円減少し16,864百万円となりました。純資産の部

においては、利益剰余金の増加等により、1,545百万円増加し64,060百万円となりました。

 
(2) 経営成績の状況

　① 営業収益

　売上高は、前年同四半期に比べ3,659百万円増加し、48,321百万円（前年同期比8.2％増）となり、営業収入は、

前年同四半期に比べ85百万円増加し、1,414百万円（前年同期比6.5％増）となりました。

　以上の結果、営業収益は、前年同四半期に比べ3,745百万円増加し、49,736百万円（前年同期比8.1％増）となり

ました。

　この主な要因は、前事業年度開店店舗の増収、既存店舗の売上高の増加によるものであります。なお、既存店舗

の売上高は、前年比105.5％となりました。

 
　② 営業利益

　営業利益は、前年同四半期に比べ499百万円増加し、2,950百万円（前年同期比20.4％増）となりました。

　この主な要因は、売上高の増加に伴う営業総利益高の増加によるものであります。

 
　③ 経常利益

　経常利益は、前年同四半期に比べ502百万円増加し、2,952百万円（前年同期比20.5％増）となりました。売上高

に対する経常利益の比率は、前年同四半期と比べ0.6ポイント増加し、6.1％となりました。

 
　④ 四半期純利益

　税引前四半期純利益につきましては、前年同四半期に比べ503百万円増加し、2,952百万円（前年同期比20.6％

増）となり、法人税等負担額は前年同四半期に比べ114百万円増加し、900百万円（前年同期比14.5％増）となりま

した。その結果、当第１四半期における四半期純利益は前年同四半期に比べ389百万円増加し、2,051百万円（前年

同期比23.4％増）となりました。
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(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題はありま

せん。

 

(4) 研究開発活動

該当事項はありません。

 
(5) 重要な設備の新設等

前事業年度末において計画中であった新設等について、当第１四半期累計期間に確定した設備は、次のとおりであ

ります。

 

事業所名
(所在地)

設備の内容

投資予定金額
(百万円) 資金調達

方法
着手(予定)

年月
完了予定
年月

完成後の増
加売場面積

(㎡)総額 既支払額

綾歌店
香川県丸亀市

店舗新設 1,086 56
自己資金及
び借入金等

2024年
３月

2024年
11月

2,091

小野田店
山口県山陽小野田市

店舗新設 1,352 440
自己資金及
び借入金等

2024年
５月

2024年
11月

2,082

2025年２月期中に出店
予定の１店舗（岡山県）

店舗新設 1,934 12
自己資金及
び借入金等

未定 未定 未定

合計 4,372 508 ― ― ― 4,173

 

(注) １ 上記の投資予定金額の総額においては、計画しているリース、受入建設協力金、受入敷金を控除しておりま

せん。

    ２　完成後の増加売場面積は、スーパーマーケットの面積のみを表示しております。

　　 ３　2025年２月期中に出店を予定していた１店舗（徳島県）については、完了時期を翌事業年度に延期したため

記載しておりません。

 
３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 49,200,000

計 49,200,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(2024年５月31日)

提出日現在
発行数(株)

(2024年７月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 21,446,000 21,446,000
東京証券取引所
プライム市場

単元株式数は、
100株であります。

計 21,446,000 21,446,000 ― ―
 

（注）１　株主としての権利内容に制限のない、標準となる株式であります。

　　　２　提出日現在発行数には、2024年７月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行さ

　　　　　れた株式数は、含まれておりません。

 
(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。　

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社ハローズ(E03395)

四半期報告書

 5/19



 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高

(百万円)

2024年３月１日～
2024年５月31日
（注）

14,600 21,446,000 26 5,470 26 5,413

 

（注）新株予約権の行使による増加であります。

 
(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

2024年２月29日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 72,200

 

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 21,355,800
 

213,558 ―

単元未満株式 普通株式 3,400
 

― ―

発行済株式総数 21,431,400 ― ―

総株主の議決権 ― 213,558 ―
 

(注) １　「完全議決権株式（その他）」の「株式数」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が1,100株（議決権

　　　　　 11個）含まれております。

２　「単元未満株式」の「株式数」の欄には、自己株式75株を含んでおります。

３ 当第１四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日(2024年２月29日)に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

 

② 【自己株式等】

  2024年２月29日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社ハローズ
広島県福山市南蔵王町
六丁目26-7

72,200 ― 72,200 0.34

計 ― 72,200 ― 72,200 0.34
 

 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(2007年内閣府令第63号。

以下「四半期財務諸表等規則」という。)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間(2024年３月１日から2024年５月

31日まで)及び第１四半期累計期間(2024年３月１日から2024年５月31日まで)に係る四半期財務諸表について、有限責

任 あずさ監査法人により四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則（2007年内閣府令第64号）第５条第２項により、当社

では、子会社の資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の項目から見て、当企業集団の財政

状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を妨げない程度に重要性が乏しいものとして、

四半期連結財務諸表は作成しておりません。
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１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前事業年度

(2024年２月29日)
当第１四半期会計期間
(2024年５月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 17,127 14,062

  売掛金 1,514 1,900

  商品 4,344 4,436

  貯蔵品 5 5

  その他 2,050 2,622

  貸倒引当金 △8 △8

  流動資産合計 25,034 23,018

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物 66,290 66,330

    減価償却累計額 △26,165 △26,772

    建物及び構築物（純額） 40,125 39,558

   土地 21,877 25,135

   その他 14,317 14,799

    減価償却累計額 △8,995 △9,132

    その他（純額） 5,321 5,666

   有形固定資産合計 67,323 70,360

  無形固定資産   

   その他 916 863

   無形固定資産合計 916 863

  投資その他の資産   

   敷金及び保証金 2,940 3,263

   建設協力金 1,275 1,245

   長期前払費用 4,506 4,397

   その他 2,287 2,815

   投資その他の資産合計 11,010 11,722

  固定資産合計 79,250 82,946

 資産合計 104,284 105,964
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           (単位：百万円)

          
前事業年度

(2024年２月29日)
当第１四半期会計期間
(2024年５月31日)

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 10,685 11,858

  1年内返済予定の長期借入金 3,880 3,719

  リース債務 418 386

  未払金 1,729 1,421

  未払費用 1,573 2,041

  未払法人税等 1,628 981

  契約負債 3,145 3,081

  その他 965 1,549

  流動負債合計 24,027 25,040

 固定負債   

  長期借入金 10,176 9,309

  リース債務 665 582

  退職給付引当金 850 862

  資産除去債務 1,686 1,694

  預り建設協力金 902 924

  長期預り敷金保証金 2,224 2,276

  長期前受収益 955 934

  その他 281 281

  固定負債合計 17,742 16,864

 負債合計 41,770 41,904

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 5,444 5,470

  資本剰余金 5,396 5,422

  利益剰余金 51,622 53,118

  自己株式 △166 △166

  株主資本合計 62,295 63,844

 評価・換算差額等   

  その他有価証券評価差額金 1 1

  評価・換算差額等合計 1 1

 新株予約権 217 214

 純資産合計 62,514 64,060

負債純資産合計 104,284 105,964
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(2) 【四半期損益計算書】

【第１四半期累計期間】

           (単位：百万円)

          前第１四半期累計期間
(自 2023年３月１日
　至 2023年５月31日)

当第１四半期累計期間
(自 2024年３月１日
　至 2024年５月31日)

売上高 44,661 48,321

売上原価 33,164 35,762

売上総利益 11,497 12,559

営業収入 1,328 1,414

営業総利益 12,826 13,974

販売費及び一般管理費   

 広告宣伝費 385 344

 消耗品費 420 385

 給料及び賞与 4,121 4,522

 株式報酬費用 13 5

 退職給付費用 18 18

 法定福利及び厚生費 537 586

 地代家賃 1,232 1,275

 賃借料 40 63

 水道光熱費 973 959

 修繕費 258 241

 減価償却費 990 1,063

 租税公課 275 371

 その他 1,108 1,185

 販売費及び一般管理費合計 10,374 11,023

営業利益 2,451 2,950

営業外収益   

 受取利息 5 5

 仕入割引 5 6

 その他 26 25

 営業外収益合計 37 36

営業外費用   

 支払利息 34 27

 その他 4 7

 営業外費用合計 38 34

経常利益 2,449 2,952

特別損失   

 固定資産除却損 0 0

 特別損失合計 0 0

税引前四半期純利益 2,448 2,952

法人税等 786 900

四半期純利益 1,662 2,051
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

　該当事項はありません。

(四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

 
当第１四半期累計期間

(自 2024年３月１日 至 2024年５月31日)

税金費用の計算 　当事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合

理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて算出する方

法を採用しております。
 

 

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計期

間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第１四半期累計期間
(自　2023年３月１日
至　2023年５月31日)

当第１四半期累計期間
(自　2024年３月１日
至　2024年５月31日)

減価償却費 990百万円 1,063百万円
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(株主資本等関係)

前第１四半期累計期間(自 2023年３月１日 至 2023年５月31日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年４月11日
取締役会

普通株式 470 22 2023年２月28日 2023年５月26日 利益剰余金
 

（注）2023年２月期の期末配当金には、100店舗達成記念配当金２円が含まれております。

 
２．基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末日後となる

もの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。

 
当第１四半期累計期間(自 2024年３月１日 至 2024年５月31日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2024年４月11日
取締役会

普通株式 555 26 2024年２月29日 2024年５月24日 利益剰余金
 

（注）2024年２月期の期末配当金には、創立65周年記念配当金２円が含まれております。

 
２．基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末日後となる

もの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。

 
(金融商品関係)

四半期財務諸表等規則第10条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

 

(有価証券関係)

当社の所有する株式は、事業の運営において重要なものではありません。

 

(デリバティブ取引関係)

当社は、デリバティブ取引を行っていないため、該当事項はありません。

 

(持分法損益等)

当社は、該当する関連会社がないため、記載しておりません。

 

(企業結合等関係)

該当事項はありません。

 

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社は、商品小売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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(収益認識関係)

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

 
前第１四半期累計期間（自　2023年３月１日　至　2023年５月31日）

　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （単位：百万円）

 売上高 営業収入

青果 4,852 48

鮮魚 3,014 ―

惣菜 6,190 37

精肉 5,401 ―

生鮮合計 19,458 86

デイリー 10,941 ―

一般食品 6,995 14

菓子 2,839 ―

酒類 2,582 ―

雑貨 1,774 38

催事 69 27

ドライ合計 25,202 80

その他 ― 130

顧客との契約から生じる収益 44,661 297

その他の収益 ― 1,031

外部顧客への売上高 44,661 1,328
 

（注）　「その他の収益」の主な内容は、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第13号）の適用範囲

　 に含まれるリース取引（動産及び不動産の賃貸収入）であります。
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当第１四半期累計期間（自　2024年３月１日　至　2024年５月31日）

　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （単位：百万円）

 売上高 営業収入

青果 5,443 48

鮮魚 3,245 ―

惣菜 6,713 45

精肉 5,689 ―

生鮮合計 21,091 93

デイリー 11,647 ―

一般食品 7,765 15

菓子 3,174 ―

酒類 2,680 ―

雑貨 1,930 37

催事 31 29

ドライ合計 27,230 82

その他 ― 149

顧客との契約から生じる収益 48,321 325

その他の収益 ― 1,088

外部顧客への売上高 48,321 1,414
 

（注）　「その他の収益」の主な内容は、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第13号）の適用範囲

　 に含まれるリース取引（動産及び不動産の賃貸収入）であります。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

 

項目
前第１四半期累計期間
(自 2023年３月１日
至 2023年５月31日)

当第１四半期累計期間
(自 2024年３月１日
至 2024年５月31日)

 （1）１株当たり四半期純利益 77円81銭 96円02銭

    (算定上の基礎)   

  　四半期純利益(百万円) 1,662 2,051

 　 普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

  　普通株式に係る四半期純利益(百万円) 1,662 2,051

  　普通株式の期中平均株式数(株) 21,366,645 21,369,509

 （2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 77円61銭 95円59銭

    (算定上の基礎)   

  　四半期純利益調整額(百万円) ― ―

　　 普通株式増加数(株) 54,625 95,550

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式で、前事業
年度末から重要な変動があったものの概要

― ―

 

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

2024年４月11日開催の取締役会において、2024年２月29日の株主名簿に記載された株主に対し、次のとおり期末配

当を行うことを決議いたしました。

① 配当金の総額 555百万円

② １株当たりの金額 26円00銭

③ 支払請求権の効力発生日及び支払開始日 2024年５月24日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

2024年７月11日

株式会社ハローズ

取締役会  御中

有限責任 あずさ監査法人

　　大阪事務所
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 鈴　　木　　重　　久  

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 齊　　藤　　幸　　治  

 

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ハロー

ズの2024年３月１日から2025年２月28日までの第67期事業年度の第１四半期会計期間（2024年３月１日から2024年５月

31日まで）及び第１四半期累計期間（2024年３月１日から2024年５月31日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四

半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ハローズの2024年５月31日現在の財政状態及び同日をもって終了

する第１四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められな

かった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任」

に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監

査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断し

ている。

四半期財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期財務諸表を作成することが適切であ

るかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に基づいて継続企業に関

する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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四半期財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して

実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と

認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどう

か結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において

四半期財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期財務諸表の注記事項が適切で

ない場合は、四半期財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論

は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業とし

て存続できなくなる可能性がある。

・　四半期財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に

準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期財務諸表の表

示、構成及び内容、並びに四半期財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事項が

認められないかどうかを評価する。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに

監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又

は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 
 

(注) １ 上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２ XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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